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「
き
っ
と
出
会
え
る
人
・
夢
・
愛
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
第
10
回

２
０
０
２
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
が
、

二
月
十
七
日
、
沖
縄
県
総
合
運
動
公

園
を
発
着
点
と
す
る
日
本
陸
上
競
技

連
盟
公
認
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
観
光
立
県
を
掲
げ

る
本
県
の
経
済
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
中
部
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
な
ど
が
主
催
し
た
も

の
で
、
10
回
目
の
今
大
会
に
は
県
内

外
か
ら
８
６
５
６
人
が
出
場
し
た
。

男
子
で
優
勝
し
た
の
は
、
か
つ
て

実
業
団
で
も
活
躍
し
た
比
嘉
正
樹
選

手
が
２
時
間
26
分
44
秒
、
女
子
は
宮

城
依
子
選
手
が
２
時
間
56
分
45
秒
で

そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
し
た
。

中
城
村
か
ら
は
、
１
７
５
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
、１
１
５
人
が
完
走
し
た
。

市
町
村
委
員
会
の
中
城
村
支
部
で

は
、
村
婦
人
連
合
会
や
村
青
年
連
合

会
、
村
職
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

40
㎞
付
近
で
の
給
水
ポ
イ
ン
ト
と
走

路
安
全
係
な
ど
を
担
当
。
冷
水
や
レ

モ
ン
、
黒
糖
な
ど
で
ラ
ン
ナ
ー
へ
の

声
援
を
送
っ
た
。

和
宇
慶
護
佐
丸
太
鼓
の
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
演
奏
や
護
佐
丸
に
ふ
ん
し
た
姿

で
の
応
援
で
ラ
ン
ナ
ー
を
激
励
し
ま

し
た
。 平

成
十
四
年
中
城
村
主
催
の
成
人
式
が
、「
成
人
の
日
」
の
一
月
十
四
日
、

吉
の
浦
会
館
で
開
催
さ
れ
、
振
り
袖
姿
の
女
性
、
ス
ー
ツ
や
袴
姿
の
男
性
な
ど

多
く
の
「
二
十
歳
」
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
一
九
八
一
年
〜
一
九
八
二
年
生
れ
で
、
二
五
六

名
（
男
性
一
四
六
名
、
女
性
一
一
〇
名
）
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏
の
あ
と
、
主
催
者
で

あ
る
新
垣
村
長
は
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
二
十
一
世
紀
の

主
役
と
し
て
新
世
紀
の
社
会
を
担
っ
て
立
つ
人
材
で
あ
る
。
前
途
洋
々
た
る
新

成
人
の
晴
れ
の
門
出
を
心
よ
り
祝
福
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

二
十
歳
を
代
表
し
て
忠
岡
経
子
さ
ん
は
「
両
親
を
は
じ
め
多
数
の
先
輩
方
の

支
え
に
よ
り
、
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
で
も
学
ん
で
や
ろ
う

と
い
う
、
学
び
の
姿
勢
を
大
切
に
歩
ん
で
行
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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vol. ９

「
そ
ー
だ
ね
ー
、
今
の
時
期
が
一
番
忙
し
い
ね
ー
」
と
笑
い
な
が
ら
話

す
の
は
、
津
覇
の
『
ゆ
ー
ふ
る
や
ー
』
の
上
原
喜
久
枝
さ
ん
。
今
年

82
歳
に
な
る
が
、
と
て
も
80
を
過
ぎ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元

気
で
あ
る
。

喜
久
枝
さ
ん
は
与
那
城
村
の
生
ま
れ
。
13
歳
で
岡
山
県
の
紡
績
工
場

で
働
き
始
め
る
。
そ
の
後
、
兵
庫
県
に
移
り
、
夫
で
あ
る
武
太
さ
ん

と
出
会
う
。

終
戦
後
、
夫
と
共
に
沖
縄
に
戻
る
が
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

住
民
は
テ
ン
ト
で
暮
ら
し
、
風
呂
な
ど
な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
の
時

代
で
あ
っ
た
。「
衛
生
上
悪
い
。
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
武
太
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
『
ゆ
ー
ふ
る
や
ー
』
を
開
業
す
る
。
そ
し
て
50
年
余
が
た
っ
た
。

日
曜
日
と
正
月
の
１
日
だ
け
は
休
み
。
大
人
は
２
０
０
円
、
小
人
は
１
０
０
円
。
決

し
て
高
い
料
金
で
は
な
い
。
廃
材
を
譲
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
井
戸
水
が
抱
負
だ

か
ら
続
け
ら
れ
る
。
経
営
的
に
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。

一
番
の
楽
し
み
は
新
聞
を
読
む
こ
と
と
畑
仕
事
す
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。

葉
野
菜
と
ネ
ギ
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。「
肉
も
た
ま
に
は
食
べ
た
い
け
ど
ね
。
で
も
、

野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
か
ら
い
つ
ま
で
も
健
康
さ
ー
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

一
人
暮
ら
し
の
た
め
余
っ
た
野
菜
は
、
常
連
客
へ
わ
け
て
あ
げ
る
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
？
と
聞
く
と
「
忙
し
く
て
で
き
な
い
よ
。
村
の
敬
老
会
も
、
一
応

出
席
し
て
折
（
弁
当
）
を
も
ら
っ
た
ら
す
ぐ
に
帰
る
よ
。
お
客
さ
ん
が
待
っ
て
い
る

か
ら
」。
そ
ん
な
喜
久
枝
さ
ん
の
行
い
は
、
２
０
０
０
年
中
城
村
善
行
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
て
い
る
。

一
昔
前
ま
で
は
、
県
内
の
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
『
ゆ
ー
ふ
る
や
ー
』。
中
城
村
内
に

も
３
ヶ
所
の
『
ゆ
ー
ふ
る
や
ー
』
が
あ
っ
た
。
家
庭
の
お
風
呂
が
普
及
し
、
シ
ャ
ワ

ー
派
が
増
え
て
き
た
今
で
は
、
県
内
に
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
続
け
て
ほ
し
い
。

現在、国民年金保険料の納付書は、中城村役場から送付されていますが、
平成14年 4 月からは、直接、国（社会保険庁）から送付されます。

現在、保険料の納付は、中城村の指定した金融機関でしか納められません
が、平成14年 4 月からは、全国の銀行、郵便局のほか、農協、信用組合、信
用金庫、労働金庫等のすべての金融機関で納付できるようになり、大変便利
になります。
また、国民年金基金加入者は、基金を通じて保険料、基金掛金を同時に口

座振替することができます。

現在、失業や天災等によって保険料が納められない方や、市町村民税等が
非課税となっている方が中城村役場に申請し、認められると保険料が免除さ
れる制度がありますが、平成14年 4 月よりこれまで納めたくても納められな
かった一定の所得以下の方のために半額の保険料を納めることができる新た
な制度が設けられます。

現在お持ちの国民健康保険被保険者証は、平成１４年３月３１日を
過ぎると使用できません。早めに更新を行ってください。
国民健康保険税を２月末までに完納した世帯には、保険証が郵送さ
れます。

中城村役場　国民健康保険係
895-2131（250・251）
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津
覇
小
学
校
で
は
、
生
活
科
・
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
を
通
し

て
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
子
の

育
成
を
目
指
し
て
次
の
よ
う
な
手
立

て
で
授
業
の
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

①
「
生
き
る
力
と
し
て
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
内
容
を
自
ら
学
び
と
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
体
験
的
な
活
動
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
」

②「
問
題
解
決
的
な
学
習
を
重
視
し
、

学
び
方
フ
ァ
イ
ル
や
発
表
シ
ナ
リ
オ

を
活
用
し
て
、
粘
り
強
く
自
ら
の
課

題
を
追
求
す
る
力
を
育
て
る
」

③
「
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
て
、
個
に

応
じ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
地
域

教
材
や
地
域
人
材
を
積
極
的
に
活
用

す
る
」

本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

は
、「
テ
ー
マ
タ
イ
ム
」「
フ
リ
ー
タ

イ
ム
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
て
実
践
し

て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
は
、
個
人
や
グ
ル

ー
プ
の
課
題
を
追
求
す
る
時
間
で
、

四
年
生
以
上
の
異
年
齢
集
団
に
よ
る

学
習
形
態
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
興
味
・
関
心
に
応

じ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
三
線
と

英
会
話
は
、
地
域
人
材
の
活
用
を
図

っ
て
い
ま
す
。

三
線
は
、
南
上
原
支
部
の
源
河
朝

仁
先
生
が
、
毎
週
水
曜
日
の
五
、
六

校
時
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
、
三
線

を
持
つ
手
も
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
供

た
ち
が
、基
礎
的
な
指
の
押
さ
え
方
、

音
階
指
導
の
お
か
げ
で
、
今
で
は

「
安
波
節
」
の
練
習
に
取
り
組
み
、

だ
い
ぶ
上
達
し
て
き
ま
し
た
。

英
会
話
は
、
奥
間
支
部
の
浜
田
静

江
先
生
、
美
紀
先
生
が
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
お
二
人
と
も
流
暢
な
英
語

で
、
一
人
一
人
の
子
供
た
ち
に
正
し

い
発
音
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
、
絵
カ

ー
ド
を
使
っ
て
英
単
語
等
を
楽
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
供
た
ち
を
一
緒
に
育
て

て
行
き
た
い
と
い
う
、
二
人
の
熱
心

な
指
導
は
、
子
供
た
ち
の
意
欲
に
つ

な
が
り
、
学
習
の
深
ま
り
や
よ
り
よ

い
人
間
関
係
作
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ー
マ
タ
イ
ム
で
は
、
学

年
の
発
達
性
、児
童
の
興
味
・
関
心
、

地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題

を
学
年
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
年
生
は
、
テ
ー
マ
タ
イ
ム
「
米

か
ら
見
え
る
も
の
」
と
題
し
て
、
50

時
間
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
に
植
え

ら
れ
て
い
る
稲
は
テ
レ
ビ
で
見
た
と

い
う
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
主
食
の
米

が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
私
達
の

食
卓
に
届
く
の
か
考
え
た
こ
と
も
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、
五
月
頃
か
ら
、
バ
ケ
ツ

や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
使
っ
て
畑
を

田
ん
ぼ
に
し
て
稲
作
り
を
体
験
し
て

き
ま
し
た
。田
ん
ぼ
作
り
や
田
植
え
、

水
の
管
理
を
し
た
り
、
雑
草
を
取
っ

津
覇
小
学
校
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」の
取
り
組
み
か
ら

▲源河先生と三線の練習

▲浜田先生と英会話の学習

▲

▲

▲

▲ ▲

▲稲の刈入れ ▲バケツ稲 ▲田植え

▲もみとり ▲発表会 ▲発表会

「
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
の

形
成
」
を
研
究
主
題
と
し
た
中
城

村
学
力
向
上
対
策
推
進
委
員
会
の

平
成
十
三
年
度
実
践
発
表
会
が
、

二
月
十
三
日
、
中
城
中
学
校
で
開

催
さ
れ
た
。

公
開
授
業
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
発
表
会
は
、
事
務
局
に
よ
る
経

過
報
告
の
あ
と
、
学
校
教
育
部
会

（
小
波
津
キ
ミ
子
津
覇
小
学
校
研
究

主
任
）
と
家
庭
地
域
部
会
（
比
嘉

み
ど
り
奥
間
支
部
委
員
）
が
そ
れ

ぞ
れ
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

仲
座
盈
助
会
長
（
教
育
長
）
は

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
役

割
を
明
確
に
し
、
責
任
を
持
っ
て

学
力
向
上
を
推
進
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

中
城
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
く
れ
よ

ん
の
会
」
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
実

演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲奥間支部による実践発表

7

た
り
、稲
刈
り
を
し
た
り
す
る
中
で
、

育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、

病
害
虫
や
台
風
に
見
舞
わ
れ
収
獲
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
業
の
厳
し
さ
を

身
を
持
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
米
に

つ
い
て
考
え
、
課
題
を
設
定
し
、
追

及
、
ま
と
め
、
発
表
ま
で
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
は
、
め

あ
て
を
持
っ
て
問
題
解
決
的
な
学
習

や
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
学
び
方
の
手
順
が
わ
か
り
、

米
へ
の
関
心
が
広
が
り
学
ぶ
意
欲
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

ウ
ェ
ビ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
学
び
方

フ
ァ
イ
ル
や
発
表
シ
ナ
リ
オ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
の
見
つ
け

方
、
追
求
や
発
表
の
仕
方
が
わ
か
り

学
ぶ
意
欲
の
持
続
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、「
子
供
た
ち
の
可
能

性
」
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
学
校
で
も
職
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
家
庭
・
地
域
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

津
覇
小
学
校

研
究
主
任

小
波
津
キ
ミ
子
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122（▲１）123（ １）120（▲３）

32（ －）32（ －）32（▲１）

32（ －）32（ －）32（▲１）

88（▲３）91（ １）90（▲－）

3（ －）
18（ －）
9（ －）
10（ －）

－
8（ －）
32（▲３）
8（ －）

3（▲－）
18（▲１）
9（ －）
10（▲１）

－
8（ －）
35（ －）
8（ １）

3（ －）
19（▲２）
9（ －）
9（▲２）

－
8（ －）
35（ ４）
7（ －）

平成13年度平成12年度平成11年度

職員数※（）内は対前年度増減数区　　　　分

部　　　　門

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生

一

般
　
行
　
政

小　　計

教　　育

小　　計

特　別

行　政

普通会計計

6（ －）
2（ －）
12（ ３）

6（ －）
2（ －）
9（ ２）

6（ －）
2（ －）
7（ －）

水　　道
下 水 道
そ の 他

公営企業

等の会計
小　　計 15（ －）17（ ２）20（ ３）

140（ －）140（ ３）137（▲１）合　　　　　計

770,000円

市町村特別
職の給料等
の基準額

586,000円

270,000円

224,000円

208,000円

586,000円

624,000円
６月期1.75月分
12月期1.80月分

計 3.55月分

期末手当給料等月額

754,000円

区 分

給
　
　
料

報
　
酬 議　　員

副 議 長

議　　長

教 育 長

収 入 役

助　　役

村　　長

中　城　村

県

平均年齢
平均給料

月　　額

48.7歳 307,700

42.1歳

区　分

高校卒

平成１３年度平成１２年度平成１１年度平成１０年度

９６.１

９４.５

９６.３

９６.１

９６.５

９５.１

９６.６

９４.２

沖縄県平均

中 城 村

区　分
ラスパイレス指数

（各年４月１日現在）１.ラスパイレス指数の変動

（注）ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職の給料額と国の行政職
俸給表（一）の適用職員の俸給額とを、学歴別、経験年数別にラスパイレス方
式により対比させて比較演算したもので、国を１００としたものです。

10年～15年未満 15年～20年未満 20年～25年未満

286,200円

223,600円

310,500円

251,500円

299,900円

242,800円

141,900円

139,000円

174,400円

309,900円

290,800円

362,400円

308,900円

368,400円

311,100円

379,000円

341,400円

418,000円

358,500円

407,000円

369,500円

区 分
経 験 年 数

中城村

国

県

村と同じ村と同じ

平均給料

月 額

一般行政職

現　業　職

平均年齢
平均給料

月　　額
平均年齢

大学卒

大学卒

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

高校卒

高校卒

一
般
行
政
職

２.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成13年４月１日現在）

中城村

中城村 国

県国区 分

一般行政職

現　業　職

３.職員の初任給の状況 （平成13年４月１日現在）

359,300 45.6歳

351,400 46.6歳

329,470

290,508

40.2歳

43.8歳

356,800

４.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成13年４月１日現在）

６.特別職の報酬等の状況

611,000円

573,000円

573,000円

309,000円

263,000円

243,000円

６月期1.90月分
12月期1.90月分

計 3.80月分

（平成13年１月１日現在）

（注）町村特別職の給料等の基準額は、沖縄県町村特別職給与等基準設定審議
委員会が沖縄県町村会からの諮問に基づき平成14年１月に答申したものです。
（この基準額は人口8,000人から13,000人未満の町村規模を想定して算出）

７.定員の状況 （各年４月１日現在）

区　　　　　分
中　城　村

６月期

１２月期

３月期

計

役職段階別加算額

国 県

期
末
・
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 計

2.20月分

2.50月分

ー

ー

ー

ー

ー4.70月分

0.60月分 2.05月分

2.10月分

0.55月分

4.70月分

1.45月分 0.60月分

0.55月分

ー

1.15月分

2.05月分

2.10月分

0.55月分

4.70月分

1.55月分

0.55月分

3.55月分1.15月分

2.20月分

0.55月分2.50月分

ー

4.70月分

ー

1.55月分

0.55月分

3.55月分

1.45月分

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

有 有有

５.職員の期末・勤勉手当の状況 （平成14年１月１日現在）

（単位：円）

飲酒（酒酔い）

飲酒（酒気帯び）

無免許

共同危険行為等

★
★

★

★

★

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

★
自
分
の
判
断
で
「
薄
暗
い
」
と
思
っ
た
時

★
雨
降
り
、
霧
等
で
視
界
が
悪
い
と
思
っ
た
時

★
そ
の
他
必
要
と
思
っ
た
時

に
は
、
車
両
の
前
照
燈
を
早
め
に
点
灯
し
て
、

他
の
車
の
運
転
手
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

★ ★★
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地方税法第415条第１項の規定により、平成14年
度固定資産税の基礎となる価格を記載した課税台
帳を関係者の縦覧に供しますのでお知らせします。

●縦覧期間　平成14年4月1日～平成14年4月30日
（但し、土・日曜日を除く）

●縦覧場所　中城村役場　税務課窓口

※縦覧に際し、印鑑を持参してください。
（代理人の場合は委任状が必要です。）

【お問い合わせ】
中城村役場　税務課　固定資産係

895-2131（242）

平成１４年４月１日から、コザ保健所・石川保
健所・中部福祉事務所は移転・統合し、中部福祉
保健所になります。

※３月25日～31日の間は移転作業のため、コザ保
健所及び石川保健所の一般健康診断及び結核外来
業務は行いません。

平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
家
庭
裁
判

所
の
手
続
案
内
に
つ
い
て
、
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

家
事
事
件
に
関
す
る
案
内
及
び
手
続
に

つ
い
て
の
情
報
を
音
声
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
24
時
間
年
中
無
休
で
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
家
庭
裁
判
所
本
庁
８
５
５
│

１
０
０
０

〃
　
　
沖
縄
支
部
９
３
９
│

０
０
１
７

中
城
村
は
、
世
界
遺
産
中
城
城
跡
を
は
じ
め
文
化
財
の
宝
庫

で
あ
り
、
歴
史
・
文
化
（
民
俗
芸
能
・
祭
祀
関
係
等
）
の
上
で

も
重
要
な
遺
産
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
多
く
の
村
民
に
中
城

の
文
化
、
歴
史
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め

に
文
化
・
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】中

城
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

８
９
５
│

３
７
０
７

軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に１年分課税されます。
次のような場合は、３月２９日までに手続きをされるようお知らせします。

①原付自転車（125cc未満）
・譲渡した場合･････新しい所有者の住んでいる市町村役場へ
・抹消（盗難、使用不能等）の場合･････中城村役場へ
・転入・転出の場合･････新住所地の市町村役場へ
②軽自動車、軽二輪（125cc～250cc未満）･････軽自動車協会へ（877-8274）
③小型二輪車（250cc以上）･････陸運事務所へ（875-3388）

上記以外で実際に軽自動車等を所有していない場合は、中城村役場税務課に
て相談してください。

中城村役場税務課

895－2131（241）

内
　
　
　
　
　
　
容

実
施
月

四
月

六
月

五
月

七
月

九
月

十
月

十
一
月

二
月

一
月

十
二
月

三
月

八
月

中
城
村
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て

芸
能
に
つ
い
て
（
総
論
）

打
花
鼓
に
つ
い
て

獅
子
舞
・
エ
イ
サ
ー
等
に
つ
い
て

組
踊
に
つ
い
て

門
中
と
姓
・
墓
に
つ
い
て

沖
縄
の
信
仰
・
ト
ー
ト
ー
メ
ー
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て
（
城
跡
）

地
名
（
小
字
以
外
の
地
名
通
称
、
消
失
し
た
地
名
）

ウ
ガ
ン
ジ
ュ
に
つ
い
て

地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
に
つ
い
て

中
城
の
「
お
も
ろ
」
に
つ
い
て

講
　
　
師
　
　

井
上
秀
雄

当
真
一
郎

未
定

未
定

大
城
盛
光

當
眞
嗣
一

未
定

儀
保
栄
治
郎

中
国
人
講
師

儀
保
栄
治
郎

高
橋
恵
子

名
嘉
真
宜
勝

家屋の増改築や取り壊した場合
固定資産税は、毎年１月１日の現況を基準として

課税されます。例えば１月２日に家屋を取り壊して

も、その年度は課税されます。また、家屋を取り壊

しても届出をしていない、あるいは滅失登記をして

いない場合、把握できない事があります。家屋の増

改築及び取り壊しがあった場合は、村役場税務課ま

で届出してください。

土地の用途を変更した場合
例えば、宅地、原野を畑、資材置場等にしたとき、

又は店舗、工場、事務所等を住宅等に用途を変更し

たときは、村役場税務課まで届出してください。

●ミスター　　
ドーナツ

コザ
十字路

中
城→

国
道
３
２
９
線

赤道→

中部福祉保健所沖縄市役所　
美里支所
●

応募資格

募集期間

採用人員

日本国籍を有し、沖縄県内に本籍又は
住所を有する者の子弟で、国内の大
学・大学院に在学する者。又は、沖縄
県出身海外移住者の子弟で、主たる住
所を海外に有し、県内の大学・大学院
に在学する者

大学生･･･････････････････
大学院生･･････････････････
県出身者海外移住者子弟･･････

【お問い合わせ】

財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団
奨学係　０９８-９４１-６７７４

平成14年３月20日（水）～４月19日（金）
（郵送の場合も４月19日必着）

【申込・問い合せ先】
自動車事故対策センター沖縄支所
098-862-8667

貸付期間終了後6ヶ月又は1年経
過後から返還（高校、大学等へ
の進学者は卒業まで返還を猶予）

無利子

貸付決定時から中学を卒業する
まで

一人につき
一時金 155,000円
以　降 020,000円（月額）

小学校、中学校入学時に
入学支度金 44,000円

自動車事故により死亡した方、
又は重度の後遺障害が残った方
の子弟（中学校卒業まで）

育成資金貸付制度のご案内

利　　　　子

貸付金の返還

貸 付 期 間

貸 付 金 額

貸 付 対 象 者

※
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
り
た

い
項
目
の
コ
ー
ド
番
号
を
確
認
の
う
え

８
３
６
┃

９
５
０
０

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

↓
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水
先 勝

月
友 引

１
2月19日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
2月20日

３
2月21日

４
2月22日

５
2月23日

６
2月24日

７
2月25日

８
2月26日

９
2月27日

１０
2月28日

１１
2月29日

１２
2月30日

１４
3月2日

１５
3月3日

１６
3月4日

１８
3月6日

１９
3月7日

２０
3月8日

２２
3月10日

１
3月19日

２
3月20日

３
3月21日

４
3月22日

５
3月23日

６
3月24日

７
3月25日

８
3月26日

９
3月27日

１１
3月29日

２３
3月11日

２４
3月12日

２５
3月13日

２６
3月14日

２７
3月15日

２８
3月16日

２９
3月17日

３０
3月18日

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

日
赤 口

月
先 勝

火
友 引

水
先 負

木
仏 滅

金
大 安

日
先 勝

土
赤 口

月
友 引

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
先 負

月
大 安

火
赤 口

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

２１
3月9日

１２
4月1日

日
仏 滅

１３
3月1日

１７
3月5日

浜ふれあい事業

奥　間ふれあい事業
北上原ふれあい事業

健康相談日[午前９時～11時] 役場 健康相談日[午前９時～11時] 役場

日
仏 滅

14,946
7,666
7,280
4,921

(17)
(00)
(17)
(02)

※ (    )内は前月との比較

３歳児健診（吉の浦会館）
H10.8.8生～H10.10.4生[受付：午後１時30分～２時30分] 

１０
3月28日

５

ポリオ予防接種（吉の浦会館）
３ヶ月～１８ヶ月[受付：午後１時～１時30分]

４
リハビリ教室（吉の浦会館） [午後１時30分～４時]

乳児一般健診（老人福祉センター）
H13.10.13～H14.1.6 [受付:午後１時～１時30分]
H13.5.13～H13.5.12［受付:午後２時～２時30分］

健康相談日[午前９時～11時] 役場

婦人健診（北上原公民館）
子宮がん・乳がん[受付：午後１時30分～２時30分] 

歯科検診 （吉の浦会館）
H11.12.21日生～H12.２.14日生[受付：午後１時～１時30分]
H11.６.12日生～H11.８.20日生[受付：午後１時～１時30分]
H９.６.12日生～H９.８.20日生[受付：午後２時30分～３時]

婦人健診（和宇慶公民館）
子宮がん･乳がん[受付：午後１時30分～２時30分] 

婦人健診（津覇構造改善センター）
子宮がん･乳がん[受付：午後１時30分～２時30分] 

健康相談日[午前９時～11時] 役場
当　間ふれあい事業
伊舎堂ふ保健福祉（健康教育）事業

リハビリ教室（吉の浦会館） [午後１時30分～４時]

婦人健診（老人福祉センター）
子宮がん･乳がん[受付：午後１時30分～２時30分] 

婦人健診（北上原公民館）
子宮がん・乳がん[受付：午後１時30分～２時30分] 
骨粗しょう症検診（吉の浦会館） [午前９時30分～４時]

健康相談日[午前９時～11時] 役場
南上原ふれあい事業
北上原ふれあい事業

母親学級①（吉の浦会館）[午後７時～９時30分]

離乳食実習（吉の浦会館）
H13.12.15生～H14.2.9生[受付：午後１時30分～２時] 

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

始業式（各学校）

自
然
水
域
の
保
全
と
回
復
を
目
的
に
、
平
成
八
年
度
よ
り
事
業

を
進
め
て
き
た
中
城
湾
南
部
流
域
下
水
道
が
、
平
成
十
四
年
四

月
か
ら
中
城
村
内
の
一
部
の
地
域
で
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
沖
縄
県
下
水
道
建
設
事
務
所
の
流
域
管
の
整
備
状
況
等

を
踏
ま
え
、
村
内
全
域
へ
と
広
が
っ
て
行
き
ま
す
。

お問い合わせ：中城村役場都市計画課都市計画係　　８９５－２１３１（内線２８０）

憲法講演会(吉の浦会館)

第22回母の日コンサート（吉の浦会館）
サッカー大会（村体協）

下水道の整備により、トイレはすべて水洗
化され汚れたドブなどがなくなり、悪臭や
病害虫の発生を抑え、清潔で快適な生活環
境が確保できます。
下水道は、水、汚泥、熱など多くの利用可
能な資源・エネルギーを有しているため、
省エネ・リサイクル社会の実現に向けて、
その有効利用を図ることができます。

13

下
水
道
事
業
は
、
海
や
川
な
ど
の

水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
必

要
不
可
欠
な
公
共
施
設
で
す
。

家
庭
等
で
使
用
し
た
雑
排
水
を
一

箇
所
に
取
り
ま
と
め
処
理
し
、
無
害

な
排
水
を
海
域
に
排
出
す
る
も
の

で
、
す
べ
て
の
家
庭
が
一
つ
に
な
り

自
然
水
域
を
守
っ
て
行
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

中
城
村
で
は
、
平
成
八
年
度
よ
り

整
備
を
推
進
し
、
平
成
十
四
年
四
月

か
ら
伊
集
地
域
、
和
宇
慶
地
域
と
北

浜
・
南
浜
の
一
部
の
地
域
に
お
い
て

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

供
用
開
始
に
伴
い
疑
問
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
中
城
村
役
場
都
市
計

画
課
都
市
計
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
新
築
の
計
画
の

あ
る
ご
家
庭
に
つ
い
て
も
、
下
水
道

の
整
備
状
況
を
把
握
し
た
上
で
計
画

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

平
成
13
年
度
の
中
城
村
体

育
協
会
主
催
の
体
育
大
会
の

最
終
成
績
が
発
表
さ
れ
、
屋

宜
体
協
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
で
優
秀
の
成
績

を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
屋
宜

体
協
が
逃
げ
切
っ
た
。
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Topics

１１月３日に植付け作業を行った中城村子ども育成協議会の“じゃ
がいも”が２月２４日、収獲されました。
これは、子ども達に異年齢間交流の場を確保するとともに、自然に
親しみ作物を収獲する喜びを味わおうと毎年行われている。
この日は朝から小雨が降る悪天候にもかかわらず、多くの子ども達
と父母が参加した。
仲座教育長は「手入れした所と、そうでない所には収穫に差がある
ことを体験を通して学んでください」と子ども達を激励しました。
午後からは、収獲した“じゃがいも”の入ったカレーパーティーが
行われ、村長や自治会長も招待された。
新垣村長は「お店から買ったものではなく皆さんが作ったじゃがい
もだから、お母さんと一緒に作ったカレーライスだからとてもおい
しかった」と話した。
知念教育委員長は「地域は教室、地域は教材、地域は家族です。体
験学習で学んだことを学校・社会で活かしてください」と激励した。
子ども達からは「最初は面倒くさいと思ったが意外と楽しかった」、
「おいしいカレーが作れてよかった」と感想が述べられました。
毎年夏休みに交流を行っている福岡県方城町の子ども達からは新米
が贈られました。

2月24日

2月10日

2月25日

2月3日

★

★

★「響けハーモニー 輝けスーパー演技 みている人に感
動を」、「みんなが主役 練習の成果を発揮し みんなに
感動を！」をそれぞれのテーマとし、個々の児童の
発表力を伸ばし、創造性を育てようと、２月３日、
中城小学校と津覇小学校で学芸会が開催されました。
中城小学校では、「おどっておどって北上っ子」と題
し、北上原分校の児童が「ヨサコイソーラン」など
北海道と沖縄の踊りを楽しく踊った。
津覇小学校では、３年生による総合的学習の時間で
学んだ成果を表現した「ＹＹＹつはっ子たんけんた
い」、５年生による「心ひとつに」と題した合唱奏で
は、生命・友情について考え、力を合わせてつくり
あげる喜びを感じとった。
最後に６年生を代表し、與那嶺由衣さんは「児童会
テーマのもと練習に励んできた。６年生は小学校最
後の学芸会を終え、満足感でいっぱいです。できる
喜びを学ぶことができ、きっといつまでも心に残る
でしょう」と話し、お礼を述べました。

総合行政システムの企画開発を行い、インターネ
ットを利用した双方向の情報送受信を可能とし、
効率的な行政情報を提供することにより、村全体
の活性化を図ろうと進められていた地域インター
ネット導入事業（ごさまるネット）の開始式が、
２月２５日、行われました。
沖縄総合通信事務所調査官の仲島良一氏らによる
テープカットのあと、新垣村長は「運用開始を大
変喜んでいる。情報化時代の波に乗り、村民との
コミュニケーションが図られると思う」とあいさつ。
仲島調査官は「行政だけでなく、村全体が利用し
て欲しい。21世紀を担う子供の教育にも役立てて
ください」と祝辞を述べました。
最後にデモンストレーションも行われ、中城小学
校北上原分校の児童たちからメールが届いた。
今回の事業導入に伴い、ホームページもリニュー
アルされた。住民からの意見を載せる“みんなの
広場”や広報なかぐすくも見ることができます。

２月１０日、吉の浦会館で「こども芸能ま
つり」が開催されました。
中城村文化協会古典舞踊部会が主催したも
ので、沖縄文化の将来を担う子供達の育成
と日頃の厳しい稽古に耐えた成果を発表す
る場として、今年で３回目を数える。
５歳児から中学生までの村内で舞踊を習う
５０名余りの子供達が古典舞踊を披露し
た。
文化協会の米須清忠会長は「厳しい稽古に
耐えた人が皆の前で演じることができる。
大人顔負けの踊りであり、将来が楽しみで
ある」と話し、子供達を激励した。

中城村ＰＴＡ連合会は、日本ＰＴＡ協議会
などから表彰された方々の受賞祝賀会を２
月２３日、吉の浦会館で行った。
表彰されたのは、日本ＰＴＡ協議会賞の山
城興淳氏、九州ＰＴＡ協議会賞の中城小学
校、沖縄県ＰＴＡ協議会賞の與儀絹代氏、
瑞慶覧朝盛氏、新垣孝氏で、多年に渡るＰ
ＴＡ活動が評価された。
中城中学校の伊佐盛信校長は「一朝一夕に
頂ける賞ではない。日頃の活動の結果であ
り、非常に価値がある」と話し、受賞者を
激励しました。

2月23日
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中
城
小
、
津
覇
小
、
中
城
中
の

な
か
よ
し
学
級
に
か
よ
う

児
童
・
生
徒
の
合
同
作
品
展
が

２
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

吉
の
浦
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

村
章
や
ご
さ
ま
る
君
が
描
か
れ
た

紅
型
模
様
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や

チ
ラ
シ
を
利
用
し
て
の

鉛
筆
立
て
な
ど

日
頃
、
学
級
で
学
ん
で
い
る
成
果
が

多
数
展
示
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た

第
40
回
全
沖
縄
児
童
生
徒
書
き
初
め
展
で

普
天
間
高
校
二
年
生
の

比
嘉
祥
子
さ
ん
（
当
間
）
が

２
年
連
続
沖
縄
一
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

比
嘉
さ
ん
は
、
小
学
校
１
年
生
の
頃
か
ら

書
道
を
始
め
、
日
本
習
字
検
定
で
８
段
、

文
部
省
検
定
で
も
３
級
の
腕
前
。

８
月
に
は
全
国
高
等
学
校
文
化
祭
に

沖
縄
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
。
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１
月
24
日
、
宜
野
湾
市
で
開
催
さ
れ
た 

第
35
回
沖
縄
県
母
子
保
健
大
会
で 

母
子
保
健
推
進
員
の
儀
間
勝
子
さ
ん 

（
奥
間
）
が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

昭
和
57
年
以
来
19
年
間
、 

母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
活
動
し
、 

地
域
や
家
庭
に
お
け
る 

母
性
や
乳
幼
児
に
関
す
る
問
題
点
の 

解
決
に
努
め
た
。 

乳
幼
児
健
診
や
母
親
学
級
な
ど
に 

多
く
の
村
民
が
参
加
で
き
る
よ
う 

行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
。 

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
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２
月
10
日
に
行
わ
れ
た
 

沖
縄
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
 

優
秀
の
成
績
を
収
め
た
 

中
城
小
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
、

３
月
８
日
村
役
場
を
訪
れ
報
告
し
た
。
 

新
垣
村
長
は
「
あ
る
日
突
然
力
が
つ
い
た
 

訳
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
一
生
懸
命
 

努
力
し
て
い
る
賜
で
あ
る
」
と
 

選
手
達
を
激
励
し
た
。
 

選
手
達
は
３
月
30
日
か
ら
 

千
葉
県
で
開
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さ
れ
る
 

第
１
回
全
日
本
小
学
生
大
会
に
 

派
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れ
る
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中
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議
会
に
よ
る
、
平

成
13
年
度
村
内
老
人
福
祉
施
設
 

入
所
者
激
励
訪
問
が
、
 

１
月
18
日
「
春
華
園
」
で
行
わ
れ
た
。

新
垣
社
協
会
長
は
 

「
今
年
も
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

今
日
は
楽
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く
過
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う
」
 

と
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